







歴史地理学銅盤報告 第6号17～271994   
戦国期定峰における村落社会の変容  














Ⅱ 商品生産の拡大と村落の動向  





炭焼等謂役井関津料木口，何も令免許候，若非分   
之儀申懸者有之者，則町中上着也，机如作，  
戊辰榊  「  
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①大野家 ②飯塚家 Q）小久保家 ④磯田家  
第1国 対象地域周辺の概要と定峰内の「オメエ」の分布   
個土地理院発行2万5十分の1地形図「安戸」「皆野」を使用）  














－18 岬   
が成、〉二している。こうした需要拡大の雛響を受け  
て，「定峯谷炭焼中」は盛んに鍛冶炭を焼き出し  











†Jこ紘を継承してきたことが知られる。   
定峰の山林の地′亨：名をみると，「失邪念（ヤナガ  


























r石くど  、・・ムー、．ト、＼∴∴い射し城   
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0      500m t ・ニ1   
第2固 定峰における葉木地名・カマ地名の分布  
（国土地理院発行2万5子分のl地形掬「安戸」を使用）  
技）小久保隆男氏所蔵「定峰全図」により比定  










一ハ 間々田十郎太郎  
－ハ 同式部  
一一一ハ 大夫  
一一ハ 若林  
巳上   










































































凌ぐものであったことをホ唆している。   
「若林＿j家は，「ムケエ」という屋ぺ・をもつ若  
林イッケの本家に比定される。減る「人夫」に比  










































小久保家が所有していた14）い そして，小久保家  
に次いで人きな土地所欄‘を誇るのが「ウナデ＿＿J畠  
If一家であった。「ウチデー】は汁ヂ＝印書代はl‘Illl権規  
の神宮職にあり，「式部」 を名乗る時期もあっ  
た睨 。以上のことから，「関々ヒl汁郎太郎」は「オ  
メエ」′ト久保家，間々田「式部＿Iは「ウチデ」畠  









－－－ 211－   
A－ オメエ（小久保家）  
A2 チギョウネ  
A3 サカヤ  
A4 ホカガイト  
A5 東沢  
A6 ニホギ  
A7 下ン隣  
B ウチデ（島田家）  
C 定岳寺  
⊂］田   
［＝］川ト 一拍  
∈ヨ原野 …沢  0  100m  
l＋J  
第3国 字「権現蛍」の土地所有と土地利用（明治初期）  
（土地所有は「明治19年土地台帳」，土地利用は「明治9年地籍図」より作成）  















































も人きな影響を及ぼした。   
その点を考えるうえで，後北条氏からの発給史  
替を所有し，定峰と後北条氏とを媒介していた梅  























































出した時期は，在地における変革期であった。   








－ 23－   
⊂＝匝藤家屋敷地  
軸福歳利一  
皿 井戸跡   
▲ 稲荷杜   
1 斎藤家墓地  
毒筆こ＝＝〒曇戸 川  
仰 崖  
0  lOOnl L㌦」  


















































































































椰 25 …   
付 記  
現地調査にあたっては，秩父市走峰の′ト久保隆男   
氏から終始惜しみない御助力を賜わり，多大な御教   
示をいただきました。氏の寅年にわたる御研究の成   
果『定峰誌』を，本稿作成のうえでの参考とさせて   
いただきました。また，皆野町三沢の関口誠．三郎氏，   
秩父市栃谷の妙音寺住職丹羽信孝氏には，薯重なお   
話をうかがいました。資料収集の際には秩父市立凶   
審館の方々に，聞き取り調査にあたっては地元走峰   
地区の皆様に大変お世話になりました。なお実習時   
には，筑波大学人文学類の小池太郎・猪野義彦・李   
錦←一・江尻大裕・間宮盛事・勝股彩子・田中浩…‥   
筑波大学大学院歴史・人類学研究科Ⅲ申達也の各氏   
に御協力いただきました。以上．妃して厚くお礼申し   
上げます。   
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衝である．そこには飯塚イッケが展開している．   
妙見社は，前掲1）が編まれた文政期には，村の  
鎮守となっていた．  



















































ー26－   
里嚢郡汀糟柑泉福ヰの末寺となっていた．開山の  
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14）「オメエ．」小久保家は，承応期前後主3軒の分家を   
髄＝し，小久保イツケの総本家となる．以後元禄   
期にかけて，4軒がそれぞれの分家を出すという  
かたちでイッケを拡大していった．したがって，   
戦国期において′ト久保姓を名乗る家は「オメエ」   
l軒に限られていた．  
15）前掲l）には，「‖ll杜について「柑の異字権現登  






られる．前掲1），161ページ．江戸時代は，′ト久   
保イツケをはじめ「仁平」・「下平」の村人の倍  
仰を集めていた．  
17ト芸能院は字「下ヰろ▼j にあった曹洞宗のキである．  
ー 27…   
